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はじめに
「学校図書館における情報リテラシー教育」をテーマに、今回から一年間の連載をすることになりました、後藤と申します。図書館情報学を専門にしています。どうぞよろしくお願い申し上げます。　
さて突然ですが、学校図書館では、
次のような相談を生徒から受ける場合があります。「修学旅行の事前学習で、沖縄について調べることになった。何から手をつけたらよい？」「世界史の調べ 習で市民革命がテーマになっ 。新書や一般の単行書、事典など、いろいろな資料にいろいろな情報が載 ているが、資料をどう使い分けて、情報をどう整理すればい ？」「総合的な学習の時間で今度、自分が選んだ社会問題を 、みんなの前で発表 しなくちゃいけな 。どういうデータを使えば説得力が増す？
 そのデータが載っている本は
図書館にある？」　
あるいは、次のような相談も受け
るかもしれません。相談の形にはならず、悩みを持った生徒が、個人に学校図書館を利用するかもしれま
せん。「お母さんが、なんだか聞いたこともない、難しい病気になってしまった。病気のことを知るには何を調べたり、読んだりすればいい？」「病気のことについて書いてある本が何冊かあったけど 『この治療法がよい』とか『いや、その治療法はダメだ』とか、本によって書いてあること 違う。 何を信じればよ ？」「病気のことは大体わ 、お母さんも動転しているみたいだ。どう伝えたらいい ろう？」　
こうした問題に生徒自身が向き合
い、解決していくためには、情報リテラシー（情報活用能力などとも呼ばれます）が大きな力を発揮します。この第一回では、わが国の教育政策において情報リテラシーがどのようなものとして考えられてきたか、整理してみた と思います。それを通じて、情報リテラシーの育成に学校図書館が関わろうとする際に課題となるものが見えてきます。　
情報リテラシーとは
　
今日、生活のさまざまな場面で情
報があふれています。情報リテラシーとは、簡潔に言えば、何らかの問題に対処するために、そうした
報の中から必要なものを選び出し、読み解き、問題の解決や新たな情報の創造・発信をする能力のことです。　
リテラシー（
literacy ： 「読み書き
の能力」の意）は今日、さまざまな場面で使われる言葉です。例えば、情報リテラシー ほかに、メディアリテラシーと呼ば ものもあります。テレビや新聞など メディア通じて伝えられる情報は、メディアによる構成・編成を経たも であることや、メディアには商業的な側面があることに留意しつつ、メディアの情報を主体的に読み解き積極的に活用する能力のことです
※１
。
　
言葉をどう定義するかの問題でも
ありますが、情報リテラシーは、メディアリテラシーよりも広い概念であるといえ 。　
教育政策における位置づけ
　
初等中等教育の段階から情報リテ
ラシーを涵
かん
養よう
する必要が叫ばれて久
しいです。わが国の教育政策において情報リテラシー（情報活用能力）がどのようなものとして考えられてきたか、代表的な審議会答申などをもとに整理してみましょう。結論を先に言えば、先に述べたような能力に加えて、コンピュータの操作能力
や情報モラルにも力点が置かれてきました。  わが国の審議会答申等で、情報活
用能力に初めて本格的に言及したものは、 臨時教育審議会第二次答申 （一九八六（昭和六一）年）です。そこでは、情報活用能力を「情報および情報手段を主体的に選択し活用していくための個人の基礎的な資質」であるとし、 「読み」 「書き」に並ぶ基礎・基本として重視することを提言しました
※２
。同時期に、教育課程審議
会答申（一九八七年） 「社会の情報化に主体的に対応できる基礎的な資質を養う観点から、情報の理解、選択、処理、創造などに必要な能力及びコンピュータ等の情報手段を活用する能力と態度の育成が図られるよう配慮する。なお、その際、情報化のもたらす様々な影響 ついても配慮する」と述べていま
す※３
。また、
文部省（当時）は情報活用能力 関して、以下の定義を紹介しています
※４
。
・情報の判断、選択、整理、処理
能力及び新たな情報の創造、伝達能力
・情報化社会の特質 情報 社
会や人間に対する影響の理解
・情報の重要性の認識、情報に対
する責任感
・情報科学の基礎及び情報手段 （特
にコンピュータ）の特徴の理解、基本的な操作能力の習得
　
中央教育審議会第一次答申（一九
九六（平成八）年）では、情報化に対応した教育課題のひとつとして「高度情報通信社会における情報リテラシー（情報活用能力 」の育成を挙げています。そこでは情報リテラシーを「溢
あふ
れる情報の中で、子供
たちが誤った情報や不要な情報に惑わされることなく、真に必要な情報を取捨選択し、自らの情報を発信し得る能力」 、 「情報に埋没することなく、情報や情報機器 主体的に選択し、活用するとともに、 を積極的に発信することができるようになるための基礎的な資質や能力」などと定義していま
※５
。
　
中央教育審議会第一次答申を受け
て一九九六年に発足した「情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進等 関する調査研究協力者会議」は、初等中等教育の段階で育成すべき情報活用能力を以下のように整理しました
※６
。これは文
部科学省の『情報教育の実践と学校の情報化：新「情報教育 関する手
引」 』 （二〇〇二年）や『教育の情報化に関する手引』 （ 〇一〇年）に引き継がれるなど、情報活用能力の内容を表すものとして広く普及しています。・情報活用の実践力：課題や目的
に応じて情報手段を適切に活用することを含めて、必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し、受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力
・情報の科学的な理解：情報活用
の基礎となる情報手段の特性の理解と、情報を適切に扱ったり、自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解
・情報社会に参画する態度：社会
生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し、情報モラルの必要性や情報に対する責任について考え、望ま い情報社会の創造に参画しようとする態度
　
学校図書館が関わる際の課題
　
各資料を比較すると、年代によっ
て言葉遣いに若干の違いが見られる
ものの、情報リテラシー（情報活用能力）を定義する際、情報の選択・理解・創造能力だけでなく、コンピュータの操作能力、情報モラルという側面も重視されてきた点で一貫しているとわかります。　
このことは、以下のことを意味し
ているように思われます。 なわち、以上の各資料などを参考にして情報リテラシーの育成 学校図書館が関わろうとするとき、情報の選択 理解・創造能力をどう むかという点に加えて、中学校 技術・家庭科における、情報に関する単元や、高等学校の教科「情報」 の連携をどうするか、情報モラルの要素 取り入れていくか、が課題となるように思われます。実際 「 「教育の情報化」プロジェクトが学校図書館 は必ずしも関連づけられないまま進められたり、教科「情報」や中学校の「情報とコンピュータ」 が情報の活用という、根本では学校図書館と重複する目的があるにもかか らず、図書館利用についての言及が少ない」といった指摘も従来からあります
※７
。
　
次回は、学習指導要領と情報リテ
ラシーについて解説します。その中で、より最近の文献についても見ていきます。
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